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Abstract. Aquatic vascular plant surveys were conducted in the Imperial Palace and the Outer 
Gardens (Kokyo Gaien, Tokyo) between 2021 and 2025. As a result, 128 specimens were 
collected, and 37 species belonging to 27 genera and 18 families were confirmed. Four species are 
listed as nationally threatened, and 13 species are listed as threatened in Tokyo. Notably, Hydrilla 
verticillata, Najas gracillima, Potamogeton crispus, Potamogeton pusillus, Ceratophyllum 
demersum, Elatine triandra var. pedicellata, and Trapa jeholensis represent important populations 
within Tokyo, emphasizing the significance of the Imperial Palace and Outer Gardens as habitats 
that maintain high species diversity of aquatic vascular plants. Comparisons with previous survey 
records further revealed that 15 species were re-recorded after periods during which their presence 
had not been confirmed.
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は じ め に

　皇居には，その歴史の変遷の中で造成あるいは
改変されてきた水域が多数存在する（生物学御研
究所，1989）．そこに生育する水生維管束植物につ
いては，これまで主に4回の調査が行われてきた．
生物学御研究所（1989）は，1986年時の皇居全域

の維管束植物に関する調査結果を中心に，1932年
から1989年までの観察・採集情報を網羅的に集
積した．大滝（1990）は，1987年および1988年に
一部の水域を調査し，コケや車軸藻類も含めた水
生植物の生育状況を報告した．その後，近田ら
（2000）は1996年から2000年に吹上大池および白
鳥堀から観瀑亭前の流れにおいて，田中ら（2014）
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は2009年に白鳥堀～観瀑亭前の流れおよび上・
中・下道灌濠において，水生維管束植物の生育状
況を調査し，報告している．
　皇居の周囲に位置する皇居外苑には12の濠が
存在し（環境省, 2025a），水生維管束植物の生育も
期待できる．網羅的な調査は長く行われていな
かったが，その一部の濠には，環境省レッドリス
トの絶滅危惧種 II類（環境省，2025b）のツツイト
モなどが生育することが報告されている（田中ら，
2014)．しかし，いずれの調査も，皇居または皇居
外苑の一部について行われた調査であり，生物学
御研究所（1989）以降，皇居および皇居外苑の両
域を対象にされた調査報告はない．
　本稿では，2021～2025年に皇居および皇居外苑
に存在する水域において実施された水生維管束植
物の調査結果を報告する．

材料および方法

　調査は，2021年9月15日（下道灌濠，生物学研
究所・水田及び人工池，吹上御苑・大池，吹上御
苑・花蔭亭，紅葉山人工池），2022年8月19日（乾
濠，平川濠，天神濠，二の丸池），同年11月10日
（天神濠，白鳥濠，平川濠，二の丸池），2023年9
月13日（桔梗濠，桜田濠，蛤濠），同年9月21日
（白鳥濠），2024年10月2日（牛ヶ淵，大手濠，清
水濠，馬場先濠），同年10月10日（半蔵濠，和田
倉濠，桜田濠，千鳥ヶ淵，日比谷濠），同年12月
17日（凱旋濠），2025年9月22日（蓮池濠，中道
灌濠，上道灌濠）に実施された．探索は，基本的
に水域内と水域の周囲の徒歩および投げ錨により
行った．2023年9月13日は，水域内のゴムボート
による探索により，2022年8月19日の乾濠，2023
年9月21日の白鳥濠，2024年12月17日の凱旋濠
は，濠の環境維持のための刈り取り作業により水
揚げされた植物体からの探索により行った．確認
された水生維管束植物について腊葉標本を作成
し，国立科学博物館（TNS）へ収蔵した．オオカ
ワヂシャについては，国立科学博物館の田中伸幸
氏が2022年4月に吹上御苑の大滝付近において採
集された標本（TNS-VS-01354523）を調査に用
いた．
　本調査で確認された水生維管束植物について
は，過去の植栽の可能性があるものも含めて列挙
し，過去の報告における生育の有無との比較を
行った．その際，生物学御研究所（1989）の報告

については，1932年から1989年の間に一時期でも
生育が確認されたもので，自生ないし自生の可能
性があるものを生育有りと評価した．大滝（1990）
および近田（2000）については，植栽と評価され
たものは除外した．田中ら（2014）については，
明らかな植栽については除外されているため，報
告された種を全て生育有りと評価した．

結果および考察

水生維管束植物相
　本研究により，皇居および皇居外苑のほぼ全水
域の水生維管束植物の生育状況が調査された．そ
の結果，128点の標本が採集され，18科27属37種
の水生維管束植物の生育が確認された（表1，
図1）．
　本調査で確認された種の中には，希少性の高い
種が存在した．国のレッドリスト（環境省，2025b）
に掲載される種として，イトトリゲモ，ツツイト
モ，ミクリ，ミズキンバイの4種が，東京都本土
部のレッドリスト（東京都環境局，2024）に掲載
される種として，ショウブ，エビモ，クロモ，マ
ツモ，ミゾハコベ，ヒシなどの13種が確認された
（表1）．その中でも，東京都レッドリストにおい
て危険度の高いランクに評価されているクロモ，
イトトリゲモ，エビモ，ツツイトモ，マツモ，ミ
ゾハコベ，ヒシは，東京都内における重要な個体
群と評価できる．このうち，クロモ，イトトリゲ
モ，ミゾハコベは，生物学研究所の水田およびそ
の横の人工池にのみ確認されたもので，個体群の
規模も限られている．しかし，生育状態は良好で
あり，毎年の水田管理が行われていることから，
今後も継続的に個体群が維持されていく可能性は
高いと考えられた．一方で，エビモ，ツツイトモ，
マツモ，ヒシは，複数の場所で生育が確認され，
個体群の規模も大きいものの，いずれの種も，生
育量の変動が激しい種であることから，その安定
性については高いとは言い難い．各種の消長の確
認と環境維持のためには，定期的なモニタリング
が行われることが理想的である．
　種の構成，現在の生育状況および今後の推移を
総合的に検討すると，今回調査した皇居および皇
居外苑は，東京都区部において水生維管束植物の
高い種多様性を保持する重要な環境として位置付
けることができると考えられた．

田中法生ほか18



表
1.
　
本
研
究
で
確
認
さ
れ
た
皇
居
お
よ
び
皇
居
外
苑
に
生
育
す
る
水
生
維
管
束
植
物

 

種
名

学
名

生
育
が
確
認
さ
れ
た
場
所

生
育
記
録

絶
滅
危
惧
ラ
ン
ク

標
本
番
号
（

TN
S-

V
S-

*)
由
来

　
本
研
究
田
中
ら

20
14

近
田
ら

20
00

大
滝

19
90

生
物
学

御
研
究
所

19
89

東
京
都

本
土
部

20
23

環
境
省

20
25

ス
イ
レ
ン
科

 N
ym

ph
ae

ac
ea

e
コ
ウ
ホ
ネ

N
up

ha
r j

ap
on

ic
a 

D
C

.
大
池

○
–

–
○

–
V

U
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ

N
up

ha
r s

ub
in

te
ge

rr
im

a 
(C

as
p.

) 
M

ak
in

o
二
の
丸
池
，
乾
濠

○
–

○
–

○
植
栽

シ
ョ
ウ
ブ
科

 A
co

ra
ce

ae
シ
ョ
ウ
ブ

Ac
or

us
 c

al
am

us
 L

.
中
道
灌
濠
，下
道
灌
濠
，

蓮
池
濠
，
半
蔵
濠

○
○

–
○

○
N

T
01

38
73

99
, 0

13
87

50
8,

 0
13

87
51

3
植
栽

セ
キ
シ
ョ
ウ

Ac
or

us
 g

ra
m

in
eu

s S
ol

. e
x 

A
ito

n
牛
ヶ
淵

○
○

○
–

○
01

38
74

83
植
栽

サ
ト
イ
モ
科

 A
ra

ce
ae

ヒ
メ
ウ
キ
ク
サ

La
nd

ol
tia

 p
un

ct
at

a 
(G

.M
ey

.) 
Le

s e
t D

.J.
C

ra
w

fo
rd

下
道
灌
濠
，
紅
葉
山
防

火
水
槽
，
乾
濠
，
大
手

濠
，
桔
梗
濠
，
清
水
濠

○
○

–
–

○
01

38
74

02
, 0

13
87

41
4,

 0
13

87
42

3,
 

01
38

74
51

, 0
13

87
46

8,
 0

13
87

47
5

ア
オ
ウ
キ
ク
サ

Le
m

na
 a

ou
ki

ku
sa

 B
ep

pu
 e

t 
M

ur
at

a 
su

bs
p.

 a
ou

ki
ku

sa
天
神
濠
，
白
鳥
濠
，
平

川
濠
，

○
–

○
○

○
01

38
74

29
, 0

13
87

43
5,

 0
13

87
44

4

コ
ウ
キ
ク
サ

Le
m

na
 m

in
or

 L
.

上
道
灌
濠
，中
道
灌
濠
，

半
蔵
濠

○
–

–
–

–
01

38
75

03
, 0

13
87

51
2,

 0
13

87
51

5

ヒ
ナ
ウ
キ
ク
サ

Le
m

na
 m

in
ut

a 
K

un
th

下
道
灌
濠
，
乾
濠
，
天

神
濠

○
○

–
–

○
01

38
74

01
, 0

13
87

41
9,

 0
13

87
42

4

ウ
キ
ク
サ

Sp
iro

de
la

 p
ol

yr
hi

za
 (L

.) 
Sc

hl
ei

d.
上
道
灌
濠
，
乾
濠
，
大

手
濠
，
桔
梗
濠
，
清
水

濠
，
天
神
濠
，
白
鳥
濠
，

半
蔵
濠
，
平
川
濠
，
和

田
倉
濠

○
○

–
–

○
01

38
74

18
, 0

13
87

42
2,

 0
13

87
42

8,
 

01
38

74
34

, 0
13

87
44

3,
 0

13
87

45
0,

 
01

38
74

69
, 0

13
87

47
6,

 0
13

87
49

5,
 

01
38

75
02

, 0
13

87
51

8

ミ
ジ
ン
コ
ウ
キ
ク
サ

W
ol

ffi
a 

gl
ob

os
a 

(R
ox

b.
) H

ar
to

g 
et

 P
la

s
大
手
濠
，
清
水
濠
，
天

神
濠

○
–

–
–

○
01

38
74

25
, 0

13
87

47
0,

 0
13

87
47

7

ト
チ
カ
ガ
ミ
科

 H
yd

ro
ch

ar
ita

ce
ae

イ
ト
ト
リ
ゲ
モ

N
aj

as
 g

ra
ci

lli
m

a 
(A

.B
ra

un
 e

x 
En

ge
lm

.) 
M

ag
nu

s
生
物
学
研
究
所
横
の
水
田

○
–

–
○

○
EN

N
T

01
38

74
12

ク
ロ
モ

H
yd

ri
lla

 v
er

tic
ill

at
a 

(L
.f.

) 
R

oy
le

生
物
学
研
究
所
横
の
人

工
池

○
–

–
–

–
C

R
01

38
74

04

ヒ
ル
ム
シ
ロ
科

 P
ot

am
og

et
on

ac
ea

e
エ
ビ
モ

Po
ta

m
og

et
on

 c
ri

sp
us

 L
.

生
物
学
研
究
所
横
の
人

工
池
，
二
の
丸
池
，
大

手
濠
，
桜
田
濠
，
清
水

濠
，
半
蔵
濠

○
–

–
○

○
EN

01
38

74
03

, 0
13

87
42

1,
 0

13
87

45
3,

 
01

38
74

59
, 0

13
87

46
1,

 0
13

87
46

5,
 

01
38

74
72

, 0
13

87
50

0

水生植物 19



種
名

学
名

生
育
が
確
認
さ
れ
た
場
所

生
育
記
録

絶
滅
危
惧
ラ
ン
ク

標
本
番
号
（

TN
S-

V
S-

*)
由
来

　
本
研
究
田
中
ら

20
14

近
田
ら

20
00

大
滝

19
90

生
物
学

御
研
究
所

19
89

東
京
都

本
土
部

20
23

環
境
省

20
25

ツ
ツ
イ
ト
モ

Po
ta

m
og

et
on

 p
us

ill
us

 L
.

二
の
丸
池
，
乾
濠
，
大

手
濠
，
桜
田
濠
，
清
水

濠
，
蛤
濠

○
○

–
–

–
EN

V
U

01
38

74
05

, 0
13

87
41

5,
 0

13
87

42
0,

 
01

38
74

38
, 0

13
87

44
5,

 0
13

87
47

8,
 

01
38

74
79

ア
ヤ
メ
科

 Ir
id

ac
ea

e
キ
シ
ョ
ウ
ブ

Ir
is

 p
se

ud
ac

or
us

 L
.

花
蔭
亭
，
大
滝
，
白
鳥
濠

○
○

○
○

○
01

38
73

93
, 0

13
87

43
9

ミ
ズ
ア
オ
イ
科

 P
on

te
de

ria
ce

ae
コ
ナ
ギ

M
on

oc
ho

ria
 v

ag
in

al
is 

(B
ur

m
.f.

) 
C

.P
re

sl
 e

x 
K

un
th

生
物
学
研
究
所
横
の
水
田

○
–

–
○

○
01

38
74

07

ガ
マ
科

 T
yp

ha
ce

ae
ミ
ク
リ

Sp
ar

ga
ni

um
 st

ol
on

ife
ru

m
 

(G
ra

eb
n.

) B
uc

h.
-H

am
. e

x 
Ju

z.
大
池
，
上
道
灌
濠
，
中

道
灌
濠
，
蓮
池
濠

○
○

○
○

○
V

U
N

T
01

38
73

94
, 0

13
87

44
0,

 0
13

87
45

6,
 

01
38

75
06

, 0
13

87
51

0,
 0

13
87

51
4

ヒ
メ
ガ
マ

Ty
ph

a 
do

m
in

ge
ns

is
 P

er
s.

大
池
，
蓮
池
濠

○
–

–
○

○
01

38
73

95
, 0

13
87

48
4,

 0
13

87
50

9
ガ
マ

Ty
ph

a 
la

tif
ol

ia
 L

.
大
池

○
–

–
–

○
植
栽

コ
ガ
マ

Ty
ph

a 
or

ie
nt

al
is

 C
.P

re
sl

下
道
灌
濠

○
–

–
○

○
01

38
74

00
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

 C
yp

er
ac

ea
e

ウ
キ
ヤ
ガ
ラ

Bo
lb

os
ch

oe
nu

s fl
uv

ia
til

is 
(T

or
r.)

 
So

já
k 

su
bs

p.
 y

ag
ar

a 
(O

hw
i) 

T.
K

oy
am

a

上
道
灌
濠

○
–

–
○

○
V

U
01

38
75

20

フ
ト
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 

ta
be

rn
ae

m
on

ta
ni

 (C
.C

.G
m

el
.) 

Pa
lla

下
道
灌
濠

○
○

–
○

○
01

38
73

98

イ
ネ
科

 P
oa

ce
ae

ヨ
シ

Ph
ra

gm
ite

s a
us

tr
al

is
 (C

av
.) 

Tr
in

. e
x 

St
eu

d.
上
道
灌
濠
，
桜
田
濠
，

蓮
池
濠
，
半
蔵
濠

○
○

○
○

○
01

38
74

57
, 0

13
87

49
7,

 0
13

87
50

7,
 

01
38

75
19

ツ
ル
ヨ
シ

Ph
ra

gm
ite

s j
ap

on
ic

us
 S

te
ud

.
平
川
濠

○
–

–
–

○
01

38
74

32
マ
コ
モ

Zi
za

ni
a 

la
tif

ol
ia

 (G
ris

eb
.) 

Tu
rc

z.
 e

x 
St

ap
f

蓮
池
濠

○
–

–
○

○
01

38
75

05

マ
ツ
モ
科

 C
er

at
op

hy
lla

ce
ae

マ
ツ
モ

C
er

at
op

hy
llu

m
 d

em
er

su
m

 L
.

桔
梗
濠
，
清
水
濠
，
天

神
濠
，
馬
場
先
濠
，
平

川
濠
，
和
田
倉
濠

○
–

–
–

○
EN

01
38

74
27

, 0
13

87
43

0,
 0

13
87

43
6,

 
01

38
74

49
, 0

13
87

46
0,

 0
13

87
46

2,
 

01
38

74
74

, 0
13

87
49

4
ハ
ス
科

 N
el

um
bo

na
ce

ae
ハ
ス

N
el

um
bo

 n
uc

ife
ra

 G
ae

rtn
.

中
道
灌
濠
，
牛
ヶ
淵
，

蓮
池
濠
，
半
蔵
濠

○
–

–
○

○
01

38
74

80
, 0

13
87

49
8,

 0
13

87
51

1

表
１

.　
続
き

田中法生ほか20



種
名

学
名

生
育
が
確
認
さ
れ
た
場
所

生
育
記
録

絶
滅
危
惧
ラ
ン
ク

標
本
番
号
（

TN
S-

V
S-

*)
由
来

　
本
研
究
田
中
ら

20
14

近
田
ら

20
00

大
滝

19
90

生
物
学

御
研
究
所

19
89

東
京
都

本
土
部

20
23

環
境
省

20
25

ア
リ
ノ
ト
ウ
グ
サ
科

 H
al

or
ag

ac
ea

e
オ
オ
フ
サ
モ

M
yr

io
ph

yl
lu

m
 a

qu
at

ic
um

 
(V

el
l.)

 V
el

dc
.

大
池

○
–

–
–

○
01

38
73

97
植
栽

ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ

M
yr

io
ph

yl
lu

m
 sp

ic
at

um
 L

.
大
池
，
乾
濠
，
牛
ヶ
淵
，

凱
旋
濠
桔
梗
濠
，
桜
田

濠
，
清
水
濠
，
千
鳥
ヶ

淵
，
蛤
濠
，
馬
場
先
濠
，

半
蔵
濠
，
日
比
谷
濠
，

平
川
濠
，
和
田
倉
濠

○
–

–
○

○
EN

01
38

73
96

, 0
13

87
41

7,
 0

13
87

43
1,

 
01

38
74

46
, 0

13
87

44
8,

 0
13

87
45

4,
 

01
38

74
63

, 0
13

87
47

3,
 0

13
87

48
2,

 
01

38
74

90
, 0

13
87

49
1,

 0
13

87
49

2,
 

01
38

74
96

, 0
13

87
49

9,
 0

13
87

50
4

ミ
ゾ
ハ
コ
ベ
科

 E
la

tin
ac

ea
e

ミ
ゾ
ハ
コ
ベ

El
at

in
e 

tr
ia

nd
ra

 S
ch

ku
hr

 v
ar

.  
pe

di
ce

lla
ta

 K
ry

lo
v

生
物
学
研
究
所
横
の
水
田

○
–

–
–

○
C

R
01

38
74

11

ミ
ソ
ハ
ギ
科

 L
yt

hr
ac

ea
e

ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

Lu
dw

ig
ia

 p
ep

lo
id

es
 (K

un
th

) 
P.

H
.R

av
en

 su
bs

p.
 st

ip
ul

ac
ea

 
(O

hw
i) 

P.
H

.R
av

en

二
の
丸
池

○
–

–
–

○
V

U
01

38
74

37
植
栽

キ
カ
シ
グ
サ

Ro
ta

la
 in

di
ca

 (W
ill

d.
) K

oe
hn

e
生
物
学
研
究
所
横
の
水
田

○
–

–
–

○
01

38
74

10
ヒ
シ

Tr
ap

a 
je

ho
le

ns
is

 N
ak

ai
乾
濠
，
桔
梗
濠
，
桜
田

濠
，
清
水
濠
，
白
鳥
濠
，

馬
場
先
濠
，
平
川
濠
，

和
田
倉
濠

○
–

–
○

○
C

R
01

38
74

16
, 0

13
87

42
6,

 0
13

87
44

1,
 

01
38

74
47

, 0
13

87
45

2,
 0

13
87

45
8,

 
01

38
74

64
, 0

13
87

47
1,

 0
13

87
49

3

コ
オ
ニ
ビ
シ

Tr
ap

a 
na

ta
ns

 L
. v

ar
. p

um
ila

 
N

ak
an

o 
ex

 V
er

dc
.

牛
ヶ
淵
，
清
水
濠
，
平

川
濠

○
–

–
–

–
01

38
74

33
, 0

13
87

46
7,

 0
13

87
48

1

オ
オ
バ
コ
科

 P
la

nt
ag

in
ac

ea
e

オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ

Ve
ro

ni
ca

 a
na

ga
lli

s-
aq

ua
tic

a 
L.
大
滝

○
–

–
–

–
01

35
45

23
ア
ゼ
ナ
科

 L
in

de
rn

ia
ce

ae
ア
ゼ
ナ

Li
nd

er
ni

a 
pr

oc
um

be
ns

 (K
ro

ck
.) 

Ph
ilc

ox
生
物
学
研
究
所
横
の
水
田

○
–

–
–

○
01

38
74

06

セ
リ
科

 A
pi

ac
ea

e
セ
リ

O
en

an
th

e 
ja

va
ni

ca
 (B

lu
m

e)
 

D
C

.
観
瀑
亭
，
上
道
灌
濠
，

中
道
灌
濠

○
○

○
○

○

表
１

.　
続
き

水生植物 21



図1.　皇居および皇居外苑の調査地と生育が確認された水生維管束植物.　Ａ. 上道灌濠. 深い泥地にミク
リ、ウキヤガラ、ヨシ、コウキクサなどが生育していた.　Ｂ. 桜田濠. ツツイトモが優占し、ホザキ
ノフサモ、エビモ、ヒシなどが確認された.　Ｃ. クロモ. 生物学研究所の水田横の人工池. Ｄ．コナギ. 
生物学研究所の水田. Ｅ. マツモ. 平川濠. Ｆ. ヒナウキクサ（小さい個体）とヒメウキクサ（大きい個
体）. 下道灌濠. G. ホザキノフサモ. 日比谷濠. H. ツツイトモ. 桜田濠.　
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生育確認種の変遷

　今回の生育調査結果と過去の調査結果との比較
を表1に示した．調査対象地がそれぞれ異なる上，
継続的なモニタリングがされていないため，その
間の各個体群および種の発生や消失の変遷は不明
である．そのため，経時的な評価はできないが，
皇居および皇居外苑全体における，断片的な生育
記録の変遷として，その変化を考察した．その中
で，特筆すべき点について以下に記述する．
　今回，クロモが生物学研究所の水田横の人工池
で確認された．過去には，生物学御研究所（1989）
に記述があるものの，場所は「吹上御苑」とだけ
記され詳細が不明で，発刊時には生育が確認され
ていない．また，その後の他の調査でも記録がな
い（表1）．今回確認された個体群を自生とみなす
かの判断に検討の余地はあるものの，東京都での
生育状況（CR；東京都環境局，2025）を考慮すれ
ば，この再記録は重要なものと評価できる．
　同様に，コウホネ，ミジンコウキクサ，イトト
リゲモ，エビモ，コナギ，ヒメガマ，ガマ，コガ
マ，ツルヨシ，マコモ，マツモ，オオフサモ，ホ
ザキノフサモ，ミゾハコベ，アゼナは，今回の調
査で再記録された．これらの種では，皇居の中央
域（大池，花蔭亭，大滝，上・中・下道灌濠，乾
濠，蓮池濠，平川濠，天神濠，白鳥濠，生物学研
究所横の水田・人工池，紅葉山人工池，二の丸池）
のみ，あるいは，その外周域にあたる皇居外苑（上
記以外の場所）のみで確認された種が多いが，ヒ
メウキクサ，エビモ，ツツイトモ，マツモ，ホザ
キノフサモ，ヒシ，コオニビシは，両域で確認さ
れた．これは，皇居内と皇居外苑との間で，植物
体あるいは種子の移動が起こることを示している
可能性が高く，水生維管束植物の植生やその動態
を検討する際には，この両域を1つの水域とみな
して行うことが必要と考えられた．
　コウキクサとコオニビシは，過去に皇居での生
育記録が無く，今回初めて記録された．コオニビ
シの最初の記載は1964年であるが (Nakano, 
1964)，大滝・石戸（1980）には種の記述が無く，
角野（1994）が，オニビシやヒメビシとの誤同定
が多いことに言及しているように，2000年頃まで
はあまり認識されていなかった．そのため，果実
の棘の数が同じオニビシ（生物学御研究所, 1989）
として記録されていた可能性が残る．一方でコウ
キクサは，大滝（1990）によるアオウキクサなど

との誤認の可能性は少ないため，これまでの各調
査後に，皇居外からの散布などにより出現したも
のと考えられる．

外来種の動向

　現在，日本の各地で外来の水生維管束植物の生
育が確認されている（角野，2014；角野，2020）．
東京都においても，1990年代と2015–2019年との
比較調査により，河川などの外来水生植物が増加
し，在来希少種が減少していることが示されている
（石井ら，2016, 2017, 2018, 2019）．さらに，近年に
新たに観賞用の水草から野外へ逸出したと考えら
れる事例も報告されており（Tanaka and Kokubun, 
2022），東京都では外来種対策リストを公表し，将
来的な逸出・定着のリスクも合わせて注意喚起を
している（東京都環境局，2025）．皇居および皇居
外苑は，高い人口密度の東京都内に広い水域を有
していることから，観賞用水草の新たな逸出の場
になることも懸念される．しかし，今回確認され
た外来種：キショウブ，オオフサモ，オオカワヂ
シャは，いずれも日本への移入年代は古く［キショ
ウブ：明治時代（大滝・石戸，1980）；オオフサモ：
大正時代（大滝・石戸，1980）；オオカワヂシャ：
1920年代（角野，2014）］，近年に新たに逸出した
と考えられる種は確認されなかった．これまでの
ところ，皇居周辺の水域が外来種の逸出の契機に
はなっていないと考えられた．一方で，オオフサ
モとオオカワヂシャは，特定外来生物に指定され
ており，日本各地での生態系への影響が懸念され
ている（環境省自然環境局，2025）．今回発見され
たオオカワヂシャについては，適正に除去された
が，今後の出現や繁茂への注意が必要である．
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